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歴
史
と
伝
説
を
紡
い
で
歩
く

 弓
  立
  山
 ―
 大
  築
  山
 　
埼
玉
県

ゆ

み

 た

て

 や

ま

 

お

お

 つ

く

 や

ま

町
田
　
尚
夫

◎

弓立山の男鹿岩

　
北
武
蔵
の
一
隅
を
占
め
る
 比
  企
 、 入
  間
 の

ひ
 
き
 

い
る
 
ま

低
山
に
は
、
歴
史
と
伝
説
に
ま
つ
わ
る
事
跡

が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
往
時
を
偲
び
、

幾
つ
か
を
紡
ぎ
な
が
ら
歩
い
て
み
た
い
。

　
弓
立
山
登
山
口
の
最
寄
バ
ス
停
は
 桃
  木
 だ

も
も
 の
き

が
、
役
場
第
二
庁
舎
前
か
ら
歩
い
て
も
幾
ら

で
も
な
い
。
左
前
方
に
、
な
だ
ら
か
な
弓
立

山
が
見
え
る
。
カ
ー
ブ
し
た
滝
山
橋
の
手
前

を
左
折
し
て
旧
道
に
入
り
、
八
幡
神
社
の
西

か
ら
登
り
始
め
る
。
緩
急
を
繰
り
返
し
て
登

る
と
突
然
空
間
が
開
け
、
眼
の
前
に
巨
岩
が

現
れ
る
。 都
  幾
  川
 対
岸
の
 女
  鹿
  岩
 と
の
関
わ

と
 
き
 
が
わ
 

め
 
が
 
い
わ

り
が
伝
え
ら
れ
る
 男
  鹿
  岩
 で
あ
る
。

お
 
が
 
い
わ

　
昔
女
鹿
岩
と
男
鹿
岩
に
雌
雄
の
龍
が
住
ん

で
い
た
。
毎
年
７
月
７
日
に
２
匹
の
龍
は
都

幾
川
で
逢
瀬
を
楽
し
ん
だ
。
村
人
が
こ
れ
を

見
る
と
災
を
被
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
日
は
仕

事
を
休
ん
で
近
寄
る
こ
と
を
避
け
た
、
と
の

伝
説
が
あ
る
。
辺
り
は
伐
り
払
い
さ
れ
て
見

晴
ら
し
が
よ
く
、
ひ
と
休
み
す
る
の
に
格
好

の
場
所
だ
。

　
一
投
足
で
弓
立
山
の
山
頂
に
着
く
。
こ
の

山
も
ま
た
伝
説
の
山
で
あ
る
。
往
古
 源
  経
 

み
な
も
と
の
 つ
ね

 基
 が
慈
光
寺
一
山
の
境
界
を
定
め
る
た
め
、

も
と頂

上
か
ら
四
方
に
矢
を
放
っ
た
。
こ
の
 蟇
  目
 

ひ
き
 
め

の
 神
  事
 が
行
わ
れ
て
以
来
、
山
名
が
 臥
  龍
  山
 

し
ん
 
じ
 

が
 り
ゅ
う
 さ
ん

か
ら
弓
立
山
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。

　
だ
が
現
実
は
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
変

貌
ぶ
り
で
あ
る
。
山
頂
部
一
帯
は
す
っ
か
り

開
発
さ
れ
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
発
進
場
と

な
っ
て
い
る
。
４
２
６
・
９
㍍
の
三
等
三
角

点
（
点
名
・
弓
立
）
は
辛
う
じ
て
難
を
免
れ

た
も
の
の
、
す
ぐ
傍
ま
で
境
界
が
迫
り
今
後

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
れ
と
裏
腹
に
展
望
は
開

け
、
頂
上
の
南
側
か
ら
は
奥
武
蔵
の
山
並
み

が
一
望
で
き
る
様
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
で
あ
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る
。
　
展
望
を
楽
し
ん
で
下
山
に
か
か
る
。
発
進

場
の
脇
を
下
り
林
道
に
出
た
ら
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
手
前
か
ら
右
の
旧
道
に
入
る
。
民
家

の
西
を
通
り
下
の
林
道
に
出
る
と
、
迂
回
し

て
き
た
林
道
と
の
三
差
路
に
着
く
。
再
び
山

道
に
入
っ
て
進
む
と
日
枝
神
社
に
通
じ
る
林

道
に
合
わ
さ
る
。
南
に
面
し
た
 大
  附
 の
集
落

お
お
 つ
き

は
、
明
る
く
開
放
的
な
好
ま
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
る
。
六
万
部
へ
は
近
道
も
あ
る

が
、
少
し
東
へ
行
き
、
そ
ば
道
場
の
手
前
か

ら
広
い
道
を
右
折
す
る
方
が
分
か
り
や
す
い
。

　
上
殿
沢
林
道
に
合
わ
さ
り
、
右
へ
少
し
進

ん
で
左
の
橋
を
渡
る
。
袂
に
「
西
東
京
幹
線

３
８
３
号
」
の
標
柱
が
あ
る
。
こ
の
道
は
慈

光
寺
の
脇
参
道
だ
っ
た
道
で
、
５
分
ほ
ど
進

み
崩
れ
た
丸
木
橋
の
所
を
左
折
す
る
。
道
な

り
に
登
り
最
後
は
ヒ
ノ
キ
の
植
林
の
中
を
急

登
す
れ
ば
稜
線
上
の
鉄
塔
に
着
く
。
左
に
藪

を
分
け
て
登
れ
ば
六
万
部
塚
で
あ
る
。

　
頂
上
に
は
明
治
　
年
（
１
９
０
８
）
建
立

４１

の
「
六
万
部
供
養
塔
」
と
呼
ば
れ
る
石
碑
が

あ
る
。
高
さ
約
１
２
０
㌢
、
幅
約
　
㌢
で
後

５０

ろ
へ
少
し
傾
い
て
い
る
。
表
題
は
「
六
萬
部

塚
銘
序
」、
撰
文
は
当
時
梅
園
村
村
長
を
務

め
、
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
武
内
久
雄

氏
で
あ
る
。

　
碑
文
に
は
「
平
安
時
代
、
十
万
部
の
経
典

を
携
え
て
東
国
を
 行
  脚
 中
の
高
僧
が
、
こ
の

あ
ん
 ぎ
ゃ

地
に
塚
を
築
い
て
六
万
部
の
お
経
を
納
め
た
。

残
り
の
四
万
部
は
秩
父
の
 栃
  谷
 の
里
に
納
め
、

と
ち
 
や

こ
れ
が
四
万
部
寺
に
な
っ
た
」
と
い
う
趣
旨

の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
近
く
に
「
境
」
と
刻
ま
れ
た
自
然
石
が
３

基
、
離
れ
離
れ
に
あ
る
。
こ
れ
は
入
間
と
比

企
の
郡
界
を
示
す
境
石
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
鉄
塔
に
戻
り
、
反
対
側
に
下
っ
て
 広
  見
  越
 

ひ
ろ
 
み
 
ご
え

に
向
か
う
。
こ
こ
は
南
北
の
集
落
を
結
ぶ
峠
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六万部塚

で
、
文
化
四
年
（
１
８
０
７
）
銘
の
三
面
六

臂
の
馬
頭
観
音
が
立
っ
て
い
る
。
南
へ
尾
根

通
し
に
進
む
と
、
竹
藪
が
現
れ
広
い
道
に
合

わ
さ
る
。
大
築
山
へ
は
右
折
だ
が
、
左
折
す

る
と
す
ぐ
明
る
く
開
け
た
台
地
に
着
く
。
南

側
の
展
望
が
広
が
り
休
憩
に
よ
い
。
背
後
の

柵
の
中
に
「
 山
  入
 の
庚
申
塔
」
と
呼
ば
れ
る

や
ま
 い
り

優
れ
た
彫
り
の
庚
申
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
戻
っ
て
大
築
山
に
向
か
う
。
歩
き
や
す
い

し
っ
か
り
し
た
道
で
、
初
め
は
尾
根
の
南
側

を
巻
く
。
北
側
に
移
り
、
ひ
と
登
り
し
た
左

手
が
小
築
山
の
山
頂
な
の
で
立
ち
寄
っ
て
み

よ
う
。
標
識
が
あ
る
頂
上
を
踏
ん
で
西
進
す

れ
ば
、
先
程
の
道
に
合
わ
さ
る
。

　
小
コ
ル
を
過
ぎ
右
に
斜
上
す
る
道
に
入
る
。

こ
こ
は
も
う
大
築
城
跡
の
一
角
で
あ
る
。
城

跡
は
東
西
２
０
０
㍍
、
南
北
　
㍍
ほ
ど
の
規

５０

模
で
、
南
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
、
登
り
詰
め

る
と
平
ら
に
 均
 さ
れ
た
本
郭
跡
に
着
く
。

な
ら

　「
武
蔵
国
郡
村
誌
」に『
本
山
を
麦
原
村
に

て
城
山
と
称
し
平
村
に
て
大
築
山
と
云
う
村

の
東
方
に
あ
り
東
西
廿
間
南
北
廿
間
面
積
四

百
坪
四
囲
築
地
の
形
を
存
し
東
方
大
手
前
に

遺
濠
あ
り
猶
廓
の
形
を
な
す
 室
 の
廓
と
呼

む
ろ

ぶ
』
と
記
す
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
長
い
間

あ
ま
り
関
心
を
持
た
れ
ず
、
地
元
で
も
忘
れ

ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
が
、
昭
和
　
年
９
月
の

４３

台
風
の
災
害
復
旧
を
き
っ
か
け
に
城
跡
が
姿

を
現
わ
し
、
再
認
識
さ
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
城
が
誰
の
居
城
だ
っ
た
か
諸
説
あ
る

が
、
発
掘
調
査
や
慈
光
寺
に
伝
わ
る
記
録
か

ら
み
て
、
天
正
年
間
（
１
５
７
３
―
１
５
９

２
）
に
、
時
の
松
山
城
主
 上
  田
  朝
  直
 が
、
慈

う
え
 
だ
 
と
も
 な
お

光
寺
を
攻
め
る
際
に
築
い
た
と
い
う
説
が
有

力
だ
と
い
う
。

　
城
跡
の
西
端
か
ら
急
な
踏
み
跡
を
南
に
下

り
、
尾
根
伝
い
に
行
く
と
猿
岩
峠
に
着
く
。

こ
こ
は
「
遠
見
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
東
南

方
桂
木
山
の
彼
方
に
、
新
宿
の
高
層
ビ
ル
群

を
視
認
で
き
た
ほ
ど
見
通
し
が
良
か
っ
た
が
、

樹
木
が
伸
び
て
展
望
は
失
わ
れ
た
。

　
猿
岩
峠
か
ら
南
に
下
る
。
林
道
に
出
て
、

や
が
て
「
あ
じ
さ
い
山
公
園
」
に
着
く
。
以

前
は
１
万
５
千
株
も
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇

り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
た
が
、
近
年
「
ア
ジ
サ
イ
葉
化
病
」
が

発
生
し
て
開
花
が
激
減
し
た
。
現
在
地
元
の

人
達
が
協
力
し
て
３
年
計
画
で
植
え
替
え
整

備
中
で
、
復
元
が
待
た
れ
て
い
る
。

　
公
園
の
中
の
遊
歩
道
を
通
り
山
上
の
展
望

台
に
登
る
と
、
今
日
歩
い
た
弓
立
山
か
ら
小

築
山
、
大
築
山
の
山
並
み
が
眺
め
ら
れ
る
。

南
へ
下
る
道
は
、 越
生
 と
秩
父
を
結
び
絹
織

お
ご
せ

物
な
ど
を
運
ん
だ
昔
の
交
易
路
の
一
つ
で
、

馬
頭
尊
も
幾
つ
か
遺
さ
れ
て
い
る
。
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あじさい山から大築山（左）と小築山を望む

　
戸
数
わ
ず
か
数
戸
の
赤
坂
の
山
上
集
落
は
、

日
当
た
り
の
良
い
南
斜
面
に
開
け
、
さ
な
が

ら
桃
源
郷
を
思
わ
せ
る
。
林
道
を
下
り
、
あ

じ
さ
い
街
道
に
出
て
、
し
ば
ら
く
歩
い
て
麦

原
入
口
バ
ス
停
に
着
く
。
時
間
が
あ
れ
ば
休

養
村
セ
ン
タ
ー
に
寄
る
と
よ
い
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
幾
つ
か
の
道
を
つ
な
ぐ
コ

ー
ス
で
、
一
部
分
か
り
に
く
い
所
も
あ
る
の

で
、
地
図
読
み
と
多
少
の
土
地
勘
が
必
要
だ
。

 

（
　
年
６
月
　
日
金
ほ
か
歩
く
）

０９

１９

●
コ
ー
ス
タ
イ
ム

越
生
駅
（
バ
ス
　
分
）
役
場
第
二
庁
舎
前
―
　
分

１７

１５

―
桃
木
登
山
口
―
　
分
―
弓
立
山
―
　
分
―
大
附

４５

２０

―
　
分
―
六
万
部
―
　
分
―
山
入
の
庚
申
塔
―
　

４０

２０

４５

分
―
大
築
山
―
　
分
―
猿
岩
峠
―
　
分
―
あ
じ
さ

１０

３０

い
山
入
口
―
　
分
―
赤
坂
―
　
分
―
休
養
村
セ
ン

２０

５０

タ
ー
・
小
杉
（
バ
ス
　
分
）
越
生
駅

２０

 

［
計
４
時
間
　
分
］

５５

●
費
　
用

池
袋
＝
越
生
　
　
　
　
東
武
 

７
０
０
円

越
生
＝
第
二
庁
舎
前
　
バ
ス
 

２
３
０
円

小
杉
＝
越
生
　
　
　
　
バ
ス
 

２
３
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

イ
ー
グ
ル
バ
ス
（
と
き
が
わ
町
代
替
バ
ス
）

 

０
４
９
３
―
　
―
３
９
０
０

６５

川
越
観
光
バ
ス
（
越
生
＝
黒
山
）

 

０
４
９
３
―
　
―
２
０
０
１

５６

●
地
　
図

越
生
　
武
蔵
小
川
　
正
丸
峠
（
２
万
５
千
）

東
京
　
宇
都
宮
（
　
万
）

２０


